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① In situにおける LH分泌でのバルスの出現頻度は
平均10.6:tO.8回/24hr，振幅の平均値は4.9:t 0 .6miu/ 
mlであり，同様に，それぞれ FSH分泌では9.0:tO.9














































































血を行い，その時の LH，FSH， estradiolおよび pro-
gestero配分泌の反応態度より，黄体のステロイド分
泌調節因子についても検討したものである。
その結果、① LH，estradiolおよび progesteroneに
はパルス状分泌が存在することが認められ， estradiol 
や progesteroneはゴナドトロビンの Iuteotrophicな
作用に呼応した分泌動態を示していた。② LH，
estradiolおよびprogesteroneのパルス状分泌は相互
に関連しながら，黄体機能の調節に関与しているもの
と想定された。③ FSHのパルス状分泌の存在につい
ては，積極的に支持する成績は得られなかった。
医学研究科委員会は審査科員の報告に基づき審査し
た結果，本論文は黄体機能の調節機構の解明に関して
新しい知見を与えたもので，医学の進歩に貢献すると
ころ大であり，学位に値するものとして合格と判定し
た。
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